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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月12日(2017.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の第１主面に、第１取付け部および第２取付け部にて取付けられている振動素
子と、
　前記第１主面とは反対側の第２主面に、平面視で前記振動素子と重なるように配置され
ている発熱部と、
を含み、
　平面視で、前記発熱部の中心部と前記振動素子の中心部とを結ぶ仮想線に対し、
　前記振動素子の中心部と前記第１取付け部の中心部とを結ぶ線とがなす角をθ1、
　前記振動素子の中心部と前記第２取付け部の中心部とを結ぶ線とがなす角をθ2とした
とき、
　０°＜θ1＜９０°、かつ、０°＜θ２＜９０°、かつ、０°＜｜θ１－θ２｜＜１０
°を満足していることを特徴とする振動デバイス。
【請求項２】
　請求項１において、
　０°＜θ1＜３０°、かつ、０°＜θ２＜３０°を満足していることを特徴とする振動
デバイス。
【請求項３】
　請求項２において、
　０°＜θ1＜１５°、かつ、０°＜θ２＜１５°を満足していることを特徴とする振動
デバイス。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の振動デバイスを備えていることを特徴とする
発振器。
【請求項５】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の振動デバイスを備えていることを特徴とする
電子機器。
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【請求項６】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の振動デバイスを備えていることを特徴とする
移動体。
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